
　この学校に着任した際「夢×未来＝自立」という
学校の最上位目標を掲げました。教職員は、子ども
たちが夢や未来を感じられるような教育活動をす
る。そうすると、子どもは自分で調べてみたい、やっ
てみたいという気持ちから行動に移すようになり
ます。それは「自立」につながります。このように子
ども一人一人が能力を発揮し「自分で決める」教育
を推進しています。

　

　学校という場所は小さな社会。子どもたちだけでなく、保護者や教職員にも多様
性があって、いろいろな人に巡り会う場所です。本校でのインクルーシブ教育によ
り、児童に多様性と、それを受け入れる寛容性を育んでほしいと考えています。
　現在、全学年を低・中・高学年の３つのブロックに分け、各ブロックの中で３人
～４人の教員が交代で担任する「ブロックチーム担任制」を行っています。児童が
より多くの他者と関わることができる仕組みです。もちろん課題もありますが、
決められた教室や教員の元で学ぶだけではない、もっと緩やかな枠組みを作り出
すためには良い方法だと考えています。

　２学期から、本校の特別支援学級の児童が、定期的に県立伊勢崎特別支
援学校の児童と一緒に図工などの授業を受けています。同じ場所で授業を
受けることは、お互いにとって大変良いことです。
　これらの取り組みを発信し県全体に示すことが、モデル校である本校に
求められている役目だと考えています。

　子どもたちが活躍する未来では、自分と異なる他者との関わり合いが求
められます。学校はその方法を自
然と身に付けることができる場
であるべきだと考えます。子ども
たちが存分に多様性・寛容性を育
める場所でありたい。そして一人
一人が、居心地の良い空間を学校
の中に見つけてくれればいいで
すね。そのような場所になれるよ
う、挑戦を続けています。

　県では、年齢や性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、あらゆる
児童生徒が同じ場所で学ぶことができる「インクルーシブ教育」を推
進しています。
　昨年５月、玉村町立上陽小学校をインクルーシブ教育の実践研究を
進めるモデル校に決定しました。県は、県立伊勢崎特別支援学校との
交流および共同学習の企画立案を行う「カリキュラム・マネージャー」
や、ボランティアとしてサポートする「インクルーシブ・サポーター」
を上陽小学校に派遣し、取り組みを支援しています。
　またモデル校の取り組みと併せて、
国内外の取り組みの調査研究や、シン
ポジウムなどを通した理解・啓発に取
り組んでいきます。

▶インクルーシブ教育を推進！
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～群馬のインクルーシブ教育～

　現在の日本では、小・中学校と特別支援学校、通常の
学級と特別支援学級を分ける、いわゆる分離型の教育
が主流です。しかし上陽小学校では「スーツケースで
はなく風呂敷で」優しく包むような、緩やかな枠組み
で子どもたちを育てることに力を入れています。
　ブロックチーム担任制により複数の担任で子ども
たちを見守ったり、校内支援室「YUMEルーム」を用意
したりすることで、どの子どもにも校内で安心できる
居場所をつくっています。

　学年を超えて４人の教員で４つの学級
を担任しています。担任は１日で交代した
り、１週間で交代したりするなど、ブロッ
クによって変わります。児童は複数いる担
任の誰にでも質問したり、悩みを相談した
りすることができます。
　緩やかな枠組みの中で多くの教員や児
童と関わることにより、さまざまなコミュ
ニケーションが生まれ、子どもたちの多様
性や寛容性が高まることが期待できます。

【児童へのアンケート】 【児童の声】 　１・２年生、３・４年生、５・６年生と２つの学年を合わせて校外学習
を行います。学年や学級を超えたグループ作りで交流も活発です。通
常の学級と特別支援学級の分け隔てなく、全ての児童が参加できるよ
うに工夫を凝らしています。
　３・４年生はみなかみ町でハイキングやラフティング、「ミニチュアツ
リーハウス作り」など、それぞれの特性に合ったものを選び、自然体験学
習に取り組みました。６年生の修学旅行では車椅子を使用する児童も利
用できるバスの手配や、現地のルート
の工夫など、全ての行程で他の児童と
一緒に活動することができました。

　学校には行けるけれど、教室には入りづらい時などに、気持ち
を落ち着かせたり、学習のサポートが受けられたりする教室で
す。教室以外に児童の居場所をつくることで、登校のハードルを
低くし、不登校を防いだり、登校復帰を促したりします。

Ｑ．担任の先生が何人もいたり、教
科によって先生が変わったりする
ことについて、どう感じますか？

・複数の担任がいる方が
相談しやすい（４年生）
・慣れるのに時間がかか
り、恥ずかしかったり緊
張したりする（４年生）

・つまらないと思う教科
があっても、担任が変わ
れば楽しい気持ちにな
れる（６年生）
・先生によって態度を変
えてしまう（６年生）

　昨年より、県立伊勢崎特別支援
学校小学部３年生の児童６人と
私が担任する学級で、交流および
共同学習を行っています。
　11月には、上陽小学校で採れた
サツマイモを使ってスタンプを
作り、作品を共同製作しました。
子どもたちは自分で好きな色や
スタンプの形を選び、力を合わせ

ながら自分の気持ちを表現していました。今後は図工以外
の教科や、通常学級も参加した交流および共同学習を行う
ことも計画しています。
　子どもたちが持っている個性はそれぞれ異なります。一
人一人の目標に到達できるように、
子どもたちの学びをどう見守り、支
援するか、どのようなカリキュラム
を設定するかなど、教職員で検討し
工夫していきたいです。

　県では昨年12月に、年齢や性別、国籍、障害の
有無などにかかわらず、誰もが楽しめるイベン
ト「ぐんまインクルーシブフェスタ2024」を開
催しました。特別支援学校の児童生徒による作
品展「ハートフルアート展」や高校生と特別支援
学校高等部の生徒によるステージパフォーマ
ンス、作業学習で製作した縫製、木工、陶芸など
の製品販売があり、多くの人でにぎわいました。

▶３・４年生合同の校外学習（みなかみ町）
通常の学級と特別支援学級（知的障害、情緒
障害）の分け隔てなく、ハイキングやラフ
ティングに参加しました

上陽小学校のインクルーシブ教育の特長を紹介します！

　「インクルーシブ教育」は、誰もがお互いに人格と個性を尊重し、支え合える社会（共生社会）の実現に向けた教育です。
　県では「新・群馬県総合計画」において、年齢や性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、全ての県民が幸福を実感できる自立分散型
の社会の実現を目指しています。インクルーシブ教育も、そうした社会を実現するための取り組みの１つです。
　全ての子どもが生き生きと学べる教育環境とはどのようなものなのか、一緒に考えてみませんか？

「インクルーシブ」とは「全てを包括すること」ー。

― 上陽小学校の学校づくりの
　　　　　　 特色を教えてください

― インクルーシブ教育推進のために
　　　　　　　　　　どのようなことをしていますか？

― 他にはどのような取り組みをしていますか？

― インクルーシブ教育で子どもたちに
　　　　　　　　どのようなことを学んでほしいですか？

　今年度インクルーシブ教育のモデル校となった玉村町立上陽小
学校では、どのような教育活動が行われているのでしょうか。
校長の増田さんに伺いました。

玉村町立上陽小学校

校長　増田 眞次さん
しんます だ じ

特別支援学級担任
上陽小学校

廣明 怜さん
ひろあきさとい

上陽小学校

教務主任 三輪 和寛さん
み わ かず ひろ

県立伊勢崎特別支援学校との交流および共同学習県立伊勢崎特別支援学校との交流および共同学習おいもでぺ
ったん♪

おいもでぺ
ったん♪

▶質の高い作業
製品に与えられ
る統一ロゴマー
クを付与された
製品
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問い合わせ先 県庁特別支援教育課   　027-226-4651☎☎
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学級 火 水 木 金

校内支援室 YUME ルーム校内支援室 YUME ルーム
ゆ め

◀県立渡良瀬特
別支援学校と桐
生市立商業高校
による和太鼓×
ダンスコラボ
「遊駒」
ゆうま

ゆ　　め

じょうよう

インクルーシブ教育 今後の進め方

上陽小学校マスコットキャラクター
「じょよよ」

子どもたちによる投票で選ばれたマス
コットキャラクター。元気でわんぱく
な上陽小っ子をイメージしている

学年や学級を超えた校外学習学年や学級を超えた校外学習

YUME ルーム
～名前の由来～
YUME ルーム
～名前の由来～

YY YourYour…… あなたあなた
ユアー

……UU UniqueUnique らしいらしい
ユニーク

……MM MindMind 心を心を
マインド

……EE ExpandsExpands 広げよう広げよう
エクスパンズ

人権週間で、道徳について学ぶ子どもたち

モデル校の取り組みを県内に展開

モデル校
実践研究

海外先進事例を
調査

基礎的な調査研究
シンポジウム
教員研修

理解促進

教員サポート体制

有識者
会議

カリキュラム･マネージャー、インクルーシブ･サポーター

上陽小学校ってどんな学校？上陽小学校ってどんな学校？

今年度、上陽小学校の特別
支援学級と県立伊勢崎特
別支援学校ではオンライ
ンや対面で交流および共
同学習を行っています。

インクルーシブな
授業づくり

❶ 子ども一人一人に
合った学び方

❷
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